
令和 7年度安城市立二本木小学校現職教育計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

＜年間実施計画＞ 

１ 
学 

期 

４月  ・令和７年度の研究提案  ・指導案形式提案 

５月  ・つながりアクティビティ開始（低・中・高別に内容を決定） 

６月  ・安城市教育委員会現職教育訪問  

    ・第Ⅰ期授業研究会（提案授業・算数） 

夏休み  ・１学期の振り返り 

     ・夏季現職教育研修会  

Ⅰ：本校の道徳スタンダード（安城市教育委員会道徳指導員・前指導員） 

Ⅱ：本校のめざすコミュニティスクール・地域学校協働活動 

             （元愛知県教育委員会生涯学習課主査） 

      Ⅲ：指導と評価の一体化・単元構成と発問・評価の在り方 

（愛知教育大学教育学部 竹川慎哉准教授） 

      Ⅳ：本校の ICT・デジタルシチズンシップ教育スタンダード 

（本校 ICT プログラミング推進教師） 

     ・２学期に向けて 

２ 

学 

期 

 

９月  ・第Ⅱ期授業研究会（指導員計画訪問・理科） 

・学年別公開授業・研究協議（１１月まで） 

 ※適宜助言者の招聘を行い、実践内容の成果と今後への課題を確認する 

１１月  ・実践をもとにした次年度への方向性の協議 

     ・第Ⅲ期授業研究会（学年別公開のなかでの実施） 

３ 

学 

期 

１月  ・本年度までの成果の確認と今後の方向性等の協議 

１年の振り返り 

２月  ・次年度に向けて 

     令和８年度研究主題（安城市教育委員会委嘱 1年次）の設定 

・令和９年度研究発表に向けて 

 

本年度の研究主題 

チームで心をひとつに💛 

～認め合い、高め合い、深め合える子の育成を目指して～ 

 

 

 

研究の仮説 

 児童が常に課題を意識しながら授業に取り組むことができるように課題を設定

することで、互いに認め合い、高め合い、深め合う力を伸ばし育んでいくことが

できるだろう。 

手だて① 

 児童が常に課題を意識

しながら授業に取り組む

ことができる課題の設定 

手だて② 

 児童が互いに高め合

い、深めあう学習環境の

確立と全員の学びを保障

するためのチーム学習 

手だて⓷ 

児童が互いに認め合え

る学級を作るためのつな

がりアクティビティの実

践 


